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必須問題　【薬理】

問 26　モルモット摘出回腸標本の収縮反応について、アセチルコリン単独による濃度︲
反応曲線（破線）と、薬物Ｘ存在下でのアセチルコリンによる濃度︲反応曲線（実
線）を作成したところ、下図のようになった。薬物Ｘはどれか。1つ選べ。
ただし、アセチルコリン単独により生じる最大収縮を ₁₀₀％とした。また、薬物

Ｘの単独では収縮反応が生じなかった。

反
応
率
（
％
）

₁₀₀

₅₀

₀
アセチルコリン（対数濃度）

1　ヒスタミン
2　アトロピン
3　ピリドスチグミン
4　パパベリン
5　ベタネコール

問 27　フェニレフリンの昇圧作用の機序はどれか。1つ選べ。

1　アドレナリン a1受容体刺激
2　アドレナリン a2受容体遮断
3　アドレナリン b1受容体刺激
4　カテコール︲O︲メチルトランスフェラーゼ阻害
5　ノルアドレナリン再取り込み阻害
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